
龍谷大学の数学（理系型）
●2024（2025入試）年度の理系型では、「2教科型公募推薦入学試験」、「一般選抜入試前期日程・中期日程・後期日程」とも学部に関係なく、試
験日ごとに同一の問題を使用しました。ただし、先端理工学部では応用化学課程と環境科学課程の出願者のみが数学（2）を選択解答できま
した。また、先端理工学部の「専門高校、専門学科・総合学科対象推薦入学試験」は、同一試験日の数学（2）の問題を使用しました。

1 出題の意図と傾向
数学（1）では、数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ（図形の性

質・場合の数と確率）・数学Ｂ（数列）・数学Ｃ（ベクトル・平面上
の曲線と複素数平面）が、数学（2）では、数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学
Ａ（図形の性質・場合の数と確率）・数学Ｂ（数列）・数学Ｃ（ベク
トル）が出題範囲です。ただし、公募推薦入学試験（11月末実施）
では、高等学校における授業の進度を考慮して出題しています。
龍谷大学の数学（理系型）の入試はすべて「完全な論述式」です。最
終的な答えが正しくても、論述が不十分な答案は減点の対象とな

ります（不正解とされる場合もあります）。逆に、答えを間違えた
としても、それまでの論理展開や途中の計算が正しければ部分点
が与えられることがあります。「自分の考えをわかりやすく整理
して正しく伝える」ように努めれば、マークシート方式や穴埋め
方式の問題よりむしろ取り組みやすいと言えるでしょう。
本誌では、2025年度入試で実際に出題された問題について、解

答例と注意すべきポイントを公開します。論述式答案に慣れてい
ない受験生のみなさんは参考にしてみてください。

2 問題と解答例（コメント付き）
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試験日・日程 問題番号 配点 内容

11月23日実施分
2教科型公募推薦

Ⅰ 45 微分・積分の考え、指数関数・対数関数、数列
Ⅱ 25 微分・積分の考え
Ⅲ 数学（1） 30 平面上の曲線と複素数平面
Ⅲ 数学（2） 30 図形と方程式

11月24日実施分
2教科型公募推薦

Ⅰ 45 数列、微分・積分の考え、三角関数
Ⅱ 25 ベクトル
Ⅲ 数学（1） 30 極限、微分法
Ⅲ 数学（2） 30 指数関数・対数関数、二次関数

1月29日実施分
一般選抜入試前期日程

Ⅰ 40 指数関数・対数関数、数と式、二次関数、ベクトル
Ⅱ 30 数列
Ⅲ 数学（1） 30 微分法、積分法
Ⅲ 数学（2） 30 図形と方程式

1月30日実施分
一般選抜入試前期日程

Ⅰ 40 指数関数・対数関数、数と式、三角関数、二次関数
Ⅱ 30 ベクトル
Ⅲ 数学（1） 30 微分法、積分法
Ⅲ 数学（2） 30 微分・積分の考え

1月31日実施分
一般選抜入試前期日程

Ⅰ 40 数と式、場合の数と確率、ベクトル
Ⅱ 30 三角関数
Ⅲ 数学（1） 30 微分法、積分法
Ⅲ 数学（2） 30 微分・積分の考え

2月14日実施分
一般選抜入試中期日程

Ⅰ 45 数と式、二次関数、場合の数と確率、数列
Ⅱ 25 二次関数
Ⅲ 数学（1） 30 三角関数、積分法
Ⅲ 数学（2） 30 三角関数、微分・積分の考え

2月15日実施分
一般選抜入試中期日程

Ⅰ 45 数列、指数関数・対数関数、三角関数
Ⅱ 25 場合の数と確率
Ⅲ 数学（1） 30 積分法
Ⅲ 数学（2） 30 微分・積分の考え

3月10日実施分
一般選抜入試後期日程

Ⅰ 40 いろいろな式、図形と計量、ベクトル、数列
Ⅱ 30 場合の数と確率
Ⅲ 数学（1） 30 積分法
Ⅲ 数学（2） 30 微分・積分の考え

※これは2025年度入試の出題内容です。出題分野の傾向や問題数は年度により異なる可能性があります。
※問題番号Ⅰ・Ⅱは、数学（1）、数学（2）ともに共通の問題です。

3 出題内容の概要
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試験日・日程 問題番号 項目 配点 内容

11月23日実施分
2教科型公募推薦入試

Ⅰ 基礎化学 40 純物質と混合物、混合物の分離と精製、中和滴定
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 ハロゲン元素、金属イオンの系統分離
Ⅲ 有機化学 30 カルボン酸、C3H6O2で示される有機化合物

11月24日実施分
2教科型公募推薦入試

Ⅰ 基礎化学 40 水、2 メチル 2 プロパノール、ヨウ素の三態変化
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 弱酸の電離平衡、炭素とケイ素の単体
Ⅲ 有機化学 30 C3H8Oで示される有機化合物、カルボニル基

1月29日実施分
一般選抜入試前期日程

Ⅰ 基礎化学 40 原子の構造、同位体、状態変化
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 アルミニウムとスズと鉛、浸透圧と半透膜
Ⅲ 有機化学 30 アルコール、芳香族化合物

1月30日実施分
一般選抜入試前期日程

Ⅰ 基礎化学 40 原子の構造と電子配置、周期表
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 等温蒸留法とラウールの法則、水素吸蔵合金、亜鉛
Ⅲ 有機化学 30 アルカンとシクロアルカンとアルケン

1月31日実施分
一般選抜入試前期日程

Ⅰ 基礎化学 40 結晶、金属の性質、単位格子
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 アルカリ金属と溶融塩分解、化学反応速度論
Ⅲ 有機化学 30 アルキンの反応、芳香族カルボン酸

2月14日実施分
一般選抜入試中期日程

Ⅰ 基礎化学 40 電子配置、物質の三態、単位格子、重合
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 化学反応とエンタルピー、エタンとエチレンの化学平衡
Ⅲ 有機化学 30 鎖式炭化水素、C4H8Oで表される化合物

2月15日実施分
一般選抜入試中期日程

Ⅰ 基礎化学 40 海水の蒸留と塩化物の性質、周期表
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 ニッケル・カドミウム電池
Ⅲ 有機化学 30 カルボン酸、けん化価とヨウ素価、糖類

3月10日実施分
一般選抜入試後期日程

Ⅰ 基礎化学 40 物質量、気体、金属
Ⅱ 無機化学および物理化学 30 化学反応の速さ、平衡
Ⅲ 有機化学 30 アルカン、（C6H10O5）nで示される有機化合物

龍谷大学の化学
●2024（2025入試）年度の理系型では、「2教科型公募推薦入学試験」、「一般選抜入試前期日程・中期日程・後期日程」とも学部に関係なく、試
験日ごとに同一の問題を使用しました。ただし、先端理工学部では応用化学課程と環境生態工学課程の出願者のみが選択解答できました
（一般選抜入試後期日程を除く）。また、先端理工学部の「専門高校、専門学科・総合学科対象推薦入学試験」は同一試験日の問題を使用し、
応用化学課程と環境生態工学課程の出願者のみが選択解答できました。

1 これが傾向
化学基礎・化学の全範囲から出題されます。基礎から標準的な

レベルの知識を問うことに加えて、考える力や計算する力を試す
問題もあります。大問Ⅰ～Ⅲには、「化学の基礎（物質の構成・気
体の法則・生活に関連した化学）」、「物質の状態（平衡・反応）及

び無機物質の化学」、「有機化合物の化学」の分野からそれぞれ出
題されることが多いですが、分野をまたいだ複合問題となる場合
もあります。教科書に記載されている事項を基礎にして、発展的
に考える問題が出題されることもあります。

2 出題内容の概要

3 出題の意図と対策
教科書に記載されている基本事項を十分に理解することが大切

です。基本的な物質・化合物の名称、化学式・構造式や性質につ
いては、しっかり覚えることが必要になります。さらに、重要な
化学反応についても、よく理解することが大切です。また、実験
方法やそれに用いる器具などについても理解しておいて下さい。

計算問題にも、きちんと取り組めるようになって欲しいと思いま
す。また、油脂、糖、アミノ酸、タンパク質などの天然有機化合
物は重要です。もし、高校の授業進度が遅い場合は、教科書を先
取りして意欲的に勉強してください。
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